
李
蔚
隠
の
勝
文
と
詩
と
の
関
係
に
つ
い
て

i
i祝
文
を
中
心
に
し
て
1
1
2

序

李
商
隠
の
詩
風
は
、
彼
が
耕
文
の
名
手
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
深
く
関

ハ
l
u

係
し
て
い
る
、
と
さ
れ
る
。
李
商
隠
の
詩
は
、
血
ハ
故
の
多
用
に
よ
っ

て
特
徴
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
彼
の
耕
文
町
一
一
同
時
代
の
他
の

作
家
の
も
の
に
比
べ
て
、
血
〈
故
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
同

様
の
傾
向
を
持
つ
彼
の
詩
と
耕
文
と
に
何
ら
か
の
関
連
が
あ
る
と
考

え
る
の
は
、
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
具
体
的
な
詩
と
耕
文

の
作
品
に
基
づ
い
て
、
そ
の
表
現
と
内
容
に
お
け
る
影
響
関
係
を
論

ハ
3
)

証
す
る
試
み
は
、
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
李
商
隠

の
詩
と
鋲
文
と
で
は
、
主
題
に
お
い
て
重
な
り
合
う
作
品
が
少
な
い

た
め
で
あ
ろ
う
。
彼
の
耕
文
の
多
く
は
、
彼
が
仕
え
た
幕
府
の
長
官

な
ど
の
た
め
の
代
作
で
あ
り
、
当
時
の
政
界
・
官
界
の
動
向
と
直
接

(
4
)
 

関
係
す
る
内
容
の
文
章
に
佳
作
が
多
い
。
と
こ
ろ
が
、
詩
に
お
い
て

は
、
李
商
問
問
独
自
の
風
格
を
持
っ
た
作
品
は
こ
の
方
面
に
は
あ
ま
り

加

国

理

け
れ

μ
白
仏

多
く
な
い
の
で
あ
る
。

本
論
文
で
は
、
李
蔀
懸
の
作
品
か
ら
、
神
澗
を
祭
る
た
め
に
作
ら

れ
た
祝
文
と
、
持
続
に
ま
つ
わ
る
詩
と
を
採
り
上
げ
、
そ
れ
ら
に
よ

っ
て
、
彼
の
餅
文
と
詩
と
の
関
係
を
考
察
し
た
い
。
そ
れ
ら
は
、
餅

文
と
詩
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
李
商
隠
の
個
性
を
充
分
に
示
し
て
お

り
、
な
お
か
つ
題
材
に
お
い
て
重
な
り
合
う
数
少
な
い
分
野
の
一
つ

な
の
で
あ
る
。

( 77 ) 

一
、
折
雨
の
祝
文

李
高
穏
の
祝
文
は
二
十
七
編
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
大
部

分
は
、
祈
雨
の
祭
詑
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
降
雨
を

求
め
て
神
一
例
に
折
る
ぺ
祈
祷
」
の
文
が
二
倍
側
、
そ
の
結
果
雨
を
得
て

神
病
に
感
謝
す
る
「
報
寮
」
の
文
が
二
十
二
編
で
か
日
。

産
代
に
は
、
『
唐
六
典
』
等
に
見
え
る
よ
う
に
、
間
千
天
に
際
し
雨

を
求
め
、
長
雨
に
捺
し
て
日
照
を
願
う
祭
詑
を
行
う
こ
と
は
、
官
僚



の
正
式
な
職
務
の
一
つ
で
あ
っ
ハ
向
。
そ
こ
で
、
唐
代
の
祝
文
の
中
で

も
、
祈
雨
の
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
は
数
多
い
。
祈
雨
の
祝
文
の
起

源
に
つ
い
て
は
、
『
文
心
彫
龍
』
祝
盟
第
十
に
、
次
の
よ
う
に
一
記
さ

れ
る
。
歪
於
商
履
、
製
敬
白
隣
O
i
-
-
-
素
車
穣
卒
、
以
六
事
責
弟
、
別

零
栄
之
文
也
。
(
弱
震
に
至
り
、
聖
敬
日
に
隣
る
。
:
:
:
素
車
も
て
皐

に
祷
り
、
六
事
を
以
て
拐
を
責
む
る
は
、
周
一
ち
雰
禁
の
文
な
り
。
〉

こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
の
は
、
般
の
湯
玉
の
祈
雨
の
祝
辞
で
あ

る
。
湯
玉
は
、
政
道
の
誤
り
に
対
し
天
が
皐
越
の
由
討
を
下
し
た
も
の

と
し
て
、
自
身
を
忠
良
め
、
天
に
許
し
を
請
う
て
い
る
。
こ
う
し
た
祝

辞
の
内
容
は
後
世
に
も
受
け
継
が
れ
、
唐
代
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

す
な
わ
ち
、
「
祈
藤
」
の
文
は
、
自
ら
の
罪
を
天
に
告
げ
、
民
衆
を

救
う
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る
。
「
報
饗
」
の
文
は
、
天
が
罪
を
許

し
た
こ
と
に
感
謝
し
て
行
う
祭
犯
に
つ
い
て
、
天
に
告
げ
る
も
の
で

あ
る
。李
商
隠
の
祝
文
も
ま
た
、
内
容
の
面
で
は
す
べ
て
こ
れ
に
従
っ
て

審
か
れ
て
い
る
。
次
に
引
用
す
る
の
は
、
会
昌
四
年
〈
八
四
回
)
に
鄭

州
刺
史
李
褒
の
た
め
に
作
っ
た
「
為
舎
人
経
郡
公
鄭
州
藤
雨
文
」

(
『
焚
南
文
集
詳
注
』
巻
五
)
の
一
部
で
あ
る
。

伏
以
皐
魁
為
虐
、
応
龍
不
典
、
因
果
日
於
詩
人
、
苦
密
雲
於
易

象
。
生
物
斯
淳
、
民
食
依
線
。
茶
切
此
分
菱
、
傍
嬬
無
政
。
愛

求
真
侶
、
度
露
陰
霊
、
減
噛
表
勤
、
震
維
引
答
。
(
伏
し
て
は
ふ
、

皐
魁
虐
を
為
し
、
応
龍
輿
ら
ず
し
て
、
呆
自
に
詩
人
を
思
し
ま
し
め
、

密
雲
に
易
象
を
苦
し
ま
し
む
。
生
物
斯
に
取
れ
、
民
食
飲
に
艇
む
。

某
切
な
く
も
此
に
分
憂
す
る
も
、
備
し
て
無
政
を
額
づ
。
愛
に
真
侶
を

求
め
、
度
み
て
陰
霊
に
擦
り
、
捕
を
減
ら
し
て
勤
を
表
し
、
維
を
塞
げ

て
牲
を
引
く
。
)

こ
の
祝
文
で
は
、
「
某
切
此
分
憂
、
傍
南
無
政
」
以
下
で
民
生
に
あ

ず
か
る
者
の
罪
を
天
に
告
げ
、
祈
り
を
捧
げ
て
い
る
。
こ
の
内
容

は
、
唐
代
ま
で
の
一
般
的
な
祈
雨
の
祝
文
と
変
わ
り
は
な
い
。
李
商

隠
の
文
章
ら
し
い
個
性
を
表
わ
し
て
い
る
の
は
、
典
故
の
多
用
で
あ

る
。
だ
が
、
そ
れ
に
し
て
も
文
辞
を
修
飾
す
る
と
い
う
以
上
の
も
の

で
は
な
い
。

し
か
し
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
桂
州
の
地
に
お
い
て
作
ら
れ
た

李
商
穏
の
祝
文
で
は
、
こ
の
典
故
の
技
巧
が
重
要
な
意
味
を
持
っ
て

く
る
の
で
あ
る
。

( 78 ) 

二
、
李
高
穏
の
詩
に
見
え
る
桂
捌
の
神
々

李
商
隠
の
祝
文
二
十
七
編
の
う
ち
二
十
二
編
は
、
大
中
元
年
ハ
八

四
七
〉
に
、
当
時
仕
え
て
い
た
桂
管
観
察
使
鄭
亜
の
た
め
に
作
っ
た

(
9〉

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
全
て
「
報
饗
」
の
文
に
分
類
で
き
る
。
祭

ら
れ
る
神
は
、
殆
ん
ど
が
桂
州
地
方
の
山
川
の
神
で
あ
る
。
そ
れ
ら



の
土
着
の
神
々
に
対
す
る
信
仰
を
、
李
溜
隠
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
て

い
た
の
か
。
祝
文
を
見
る
前
に
、
彼
の
詩
に
描
か
れ
た
桂
州
地
方
の

信
仰
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

〈

刊

)

次
に
引
用
す
る
詩
は
、
「
異
俗
」
二
首
ハ
『
玉
諮
生
詩
集
第
注
』
巻
ニ
〉

の
第
二
首
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
大
中
二
年
に
、
鄭
亜
の
命
に
よ
り
昭

平
郡
の
事
務
を
一
時
的
に
担
当
し
た
時
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

一
戸
尽
懸
秦
網
戸
、
尽
く
秦
絹
を
懸
け

家
多
事
越
一
必
家
、
多
く
越
亙
に
事
ふ

未
曽
容
抑
制
祭
未
だ
曽
て
瀬
祭
を
容
れ
ず

只
是
縦
猪
都
只
だ
走
れ
猪
都
を
縦
つ

点
対
運
策
餌
連
議
の
餌
を
点
対
し

捜
求
縛
虎
符
縛
虎
の
符
を
捜
求
す

資
生
兼
事
鬼
資
生
、
兼
ね
て
鬼
に
事
へ

不
信
有
洪
一
炉
洪
一
炉
有
る
を
信
ぜ
す

こ
の
詩
で
は
、
昭
平
郡
の
民
衆
が
、
「
越
亙
」
つ
ま
り
南
方
の
地
で

盛
ん
な
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
信
仰
し
て
い
る
こ
と
や
、
「
縛
虎
符
」

つ
ま
り
猛
獣
の
害
へ
の
対
策
と
し
て
虎
を
金
蒋
り
に
す
る
御
札
を
求

め
て
い
る
こ
と
な
ど
、
迷
信
に
惑
わ
さ
れ
る
さ
ま
を
描
い
て
い
る
。

こ
う
し
た
土
俗
の
信
仰
は
、
桂
州
一
帯
の
民
俗
と
し
て
李
商
隠
に
強

い
印
象
を
与
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
桂
林
」
(
『
玉
鶏
生
詩
集
築
注
』
巻
二
)

の
詩
の
後
半
に
も
、
次
の
記
述
が
あ
る
。

神
護
青
楓
山
芹
神
は
青
楓
の
岸
を
護
り

龍
移
白
石
激
龍
は
白
石
の
激
に
移
る

殊
郷
究
何
一
鶴
殊
郷
、
寛
し
て
何
を
か
騰
る

鰭
鼓
不
曽
休
策
鼓
、
曽
て
休
ま
ず

土
俗
の
信
仰
に
対
し
て
、
李
藷
隠
は
、
当
時
の
常
識
的
な
官
僚
の

例
に
も
れ
ず
、
正
統
な
礼
に
基
づ
く
祭
詑
に
こ
そ
意
義
が
あ
る
と
信

じ
て
い
た
。
「
異
俗
」
の
詩
の
「
擬
祭
」
と
は
、
か
わ
う
そ
が
魚
を

並
べ
て
祭
る
よ
う
な
仕
草
を
し
た
ら
漁
携
を
開
始
す
る
、
と
い
う
こ

〈日〉

と
で
、
『
礼
記
』
に
見
え
る
。
こ
の
よ
う
な
習
慣
は
、
桂
州
の
民
衆

に
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
桂
川
川
に
あ
っ
て
、
李
商
隠
は
土
俗
の
神

を
祭
る
祝
文
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
た
と
え
た

の
が
「
寅
生
兼
事
鬼
」
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
「
不
信
有
洪
炉
」
つ

ま
り
、
巨
大
な
炉
の
よ
う
な
天
子
の
人
民
に
対
す
る
教
化
の
効
力
も

信
じ
ら
れ
な
く
な
る
、
と
い
う
絶
望
的
な
気
分
に
臨
る
の
で
あ
る
。

李
薦
問
問
は
、
桂
州
に
お
い
て
数
多
く
の
祝
文
を
作
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
そ
の
仕
事
は
彼
に
と
っ
て
気
の
進
ま
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

「
兵
俗
」
の
詩
は
、
そ
の
不
満
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

( 79 ) 

三
、
桂
州
で
の
祝
文
の
特
色

桂
州
で
作
ら
れ
た
李
荷
隠
の
祝
文
は
、
内
容
的
に
は
他
の
多
く
の

祝
文
と
向
じ
く
、
あ
く
ま
で
も
恭
し
く
神
を
祭
っ
た
も
の
で
あ
る
。



し
か
し
、
表
現
の
商
で
工
夫
を
こ
ら
し
、
桂
州
の
神
々
の
神
格
を
変

化
さ
せ
て
い
る
点
に
特
色
が
あ
る
。

け

桂
州
で
作
ら
れ
た
李
萌
隠
の
祝
文
は
、
土
俗
の
神
を
祭
っ
た
文
と

い
う
印
象
が
弱
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
祭
ら
れ
る
神
と
は
別
に
、
古
典

に
見
え
る
神
話
認
の
名
や
故
事
な
ど
が
数
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
か
ら

で
、
あ
る
。

ま
ず
、
「
繁
揚
朔
県
名
山
文
」
ハ
『
奨
南
文
集
詳
注
』
巻
五
〉
の
冒
頭

近
く
を
引
用
す
る
。

推
神
受
命
上
玄
、
実
数
南
服
。
雲
蓋
日
観
、
遠
譲
於
高
標
、
蓬

島
蛇
丘
、
返
通
於
爽
気
。
ハ
惟
れ
材
、
命
を
上
玄
に
受
け
、
設
の
南

服
を
品
挑
む
。
雲
台
、
日
観
、
遠
く
高
擦
に
譲
り
、
蓬
島
、
焼
丘
、
還
か

に
爽
気
に
通
ず
。
〉

こ
こ
に
は
、
陽
朔
山
と
直
接
に
は
関
係
の
な
い
山
の
名
が
四
つ
引
用

さ
れ
て
い
る
。
「
雲
惑
と
は
、
五
岳
の
中
の
西
岳
で
あ
る
華
山
の
東

北
の
峰
で
あ
石
。
「
日
観
」
は
同
じ
く
東
岳
の
泰
山
の
東
の
蜂
で
あ

る
。
ま
た
、
「
遂
島
」
は
蓬
茶
山
、
「
幌
丘
」
は
昆
嶺
山
で
、
中
菌
の

東
西
に
位
置
す
る
仙
界
の
山
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
陽
朔
山
は
辺
地

の
山
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
揚
朔
山
を
、
上
帝
の
命
に
よ
っ
て

南
方
を
鎮
め
る
山
と
し
、
伝
統
的
な
山
岳
信
仰
の
中
に
位
置
づ
け
る

た
め
に
、
「
雲
喜
一
一
」
以
下
の
山
名
が
引
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
「
寮
龍
播
山
神
文
」
(
『
奨
高
文
集
詳
詮
』
巻
五
)
の
中
ほ
ど

を
引
用
す
る
。

神
其
叱
時
刻
閥
、
鞭
駆
肉
親
、
尚
令
吾
土
、
震
有
豊
年
。
〈
神
、

其
れ
飛
廉
を
叱
喝
し
、
拝
殿
掘
を
綾
駆
し
、
尚
ほ
我
が
土
を
し
て
、
震
と

豊
年
有
ら
し
め
よ
。
〉

「
飛
廉
」
「
扉
敵
羽
」
は
、
古
典
に
見
え
る
風
神
、
雨
神
の
名
で
あ

M
V
桂
州
の
霊
山
で
あ
る
龍
播
山
の
神
が
、
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
の
風

雨
の
神
に
命
令
を
下
す
者
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
二
一
編
の
祝
文
で
は
、
桂
州
に
直
接
関
係
の
な
い
霊
地
や
神

名
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
桂
州
の
神
を
、
古
典
に
見
ら
れ

る
神
と
間
格
か
あ
る
い
は
上
位
の
存
在
と
す
る
た
め
で
あ
る
。
そ
れ

に
よ
っ
て
、
土
俗
の
神
を
正
統
な
神
々
の
系
譜
に
連
ね
、
李
商
際
自

ら
が
祝
文
を
捧
げ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
神
格
を
与
え
よ
う
と
し
た
の
で

あ
ろ
う
。

( 80 ) 

H
H
 

桂
州
の
祝
文
で
、
同
じ
く
土
俗
の
神
に
権
威
を
与
え
よ
う
と
し
た

も
の
の
う
ち
、
車
ハ
故
の
技
巧
の
面
か
ら
注
目
さ
れ
る
の
は
、
次
に
示

す
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
、
「
饗
北
、
源
神
文
」
〈
『
奨
南
文
集
詳
注
』
巻
五
〉

の
冒
頭
部
分
を
引
用
す
る
。



①

q
i
i
 

堆
神
脱
線
南
服
、
実
号
北
源
。
湘
滞
降
神
、
近
驚
於
騒
客
、
擬

制
樹
樹
、
遠
協
於
詩
人
。
(
惟
れ
科
、
南
服
に
臨
む
と
蹴
も
、
突
に

北
源
と
号
す
。
湘
請
に
神
の
降
る
は
、
近
ご
ろ
騒
客
を
驚
か
せ
、
漉
た

る
池
の
稲
を
浸
す
は
、
遠
く
詩
人
に
協
ふ
。
〉

「
北
源
神
」
と
は
、
陽
海
山
か
ら
北
流
す
る
潟
水
の
水
源
の
神
で

あ
る
。
傍
線
ー
は
、

ZA辞
』
九
歌
、
湘
夫
人
に
基
づ
い
た
匂
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
北
源
が
湖
水
の
源
で
あ
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
も
の

だ
が
、
特
に
「
降
神
」
の
語
は
、
九
歌
、
湘
夫
人
の
中
の
次
の
匂
に

よ
っ
て
い
る
。

帝
子
降
今
北
渚
、
白
砂
砂
今
愁
予
。

つ
ま
り
、
「
北
源
」
の
「
北
」
の
文
字
か
ら
九
歌
、
潟
夫
人
の
中
の

「
北
渚
」
の
語
が
連
想
さ
れ
て
、
「
降
神
」
が
導
き
出
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
ま
た
、
傍
線
2
は
、
次
に
示
す
『
詩
経
』
小
雅
、
白
華
に
基
づ

い
て
い
る
。

髭
池
北
流
、
浸
彼
稲
田
。

こ
の
詩
は
潟
水
と
は
全
く
関
係
が
な
い
。
池
か
ら
出
た
水
が
北
流
す

る
た
め
に
、
引
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
に
用
い
ら

れ
た
こ
つ
の
典
故
は
、
い
ず
れ
も
北
源
神
と
い
う
神
名
の
「
北
」
の

文
字
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
の
神

は
『
楚
辞
』
だ
け
で
な
く
『
詩
経
』
に
も
縁
が
あ
る
者
と
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

次
に
、
「
察
関
麻
神
文
」
(
『
奨
薦
文
集
詳
注
』
巻
五
〉
の
末
尾
を
引

用
す
る
。神
其
与
意
向
芳
、
為
蓬
扶
直
。
勿
虚
嘉
号
、
以
累
豊
年
。
(
神

其
れ
慈
と
芳
を
同
じ
く
し
、
蓬
の
為
め
に
直
き
を
扶
く
。
嘉
号
を
虚
し

く
す
る
勿
く
、
以
て
最
年
を
累
ね
よ
。
〉

傍
線
部
に
用
い
ら
れ
て
い
る
典
故
の
出
典
を
、
次
に
一
示
す
。

余
統
滋
関
之
九
腕
今
、
又
樹
惹
之
百
畝
。

『
楚
辞
』
離
騒

蓬
生
麻
中
、
不
扶
自
直
。

『
荷
子
』
勧
学

「
蘭
麻
」
と
は
山
の
名
で
あ
る
。
こ
こ
に
引
用
さ
れ
た
古
典
は
、
こ

の
山
と
は
直
接
関
係
が
な
い
。
た
だ
、
「
蔚
」
と
「
麻
」
の
一
訟
が
見

え
る
た
め
に
選
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
植
物
と
し
て
の

粛
と
麻
の
属
性
の
優
秀
さ
を
言
う
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
二

つ
の
植
物
か
ら
成
る
蘭
麻
神
の
名
は
、

24m
号
」
と
な
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
「
寮
自
石
神
文
」
(
『
焚
南
文
集
詳
注
』
巻
五
〉
の
冒
頭
を
引

用
す
る
。
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惟
神
載
痘
現
霊
、
克
襟
繋
号
。
軒
珠
耀
彩
、
僕
非
洛
水
之
源
、

あ
き

剤
酬
明
流
輝
、
郎
是
到
叫
之
路
。
〈
推
れ
神
、
裁
ち
明
霊
を
痘
ら
か
に

し
、
克
く
議
号
を
標
す
。
軒
珠
、
彩
を
耀
か
す
は
、
儀
ひ
は
謡
水
の
源

に
非
ざ
る
も
、
剤
嘆
、
輝
を
流
す
は
、
即
ち
走
れ
玉
山
の
路
な
り
。
〉



こ
れ
は
、
先
に
引
用
し
た
「
桂
林
」
の
詩
に
も
見
え
る
自
石
激
と
い

う
池
の
神
を
祭
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
祝
文
で
は
、
ま
ず
「
白

石
」
と
い
う
神
の
名
が
、
「
務
号
」
つ
ま
り
う
る
わ
し
い
名
前
で
あ

る
と
す
る
。
そ
れ
は
、
「
'
白
石
」
の
語
が
宝
玉
を
連
想
さ
せ
る
か
ら

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
「
軒
珠
」
つ
ま
り
寅
帝
の
玄
珠
と
、
「
荊
瑛
」
つ

ま
り
刻
山
か
ら
出
る
原
石
、
と
い
う
こ
つ
の
高
名
な
宝
石
の
名
を
引

〈日〉

用
す
る
。
そ
し
て
、
宝
玉
と
関
連
す
る
文
字
を
冠
せ
ら
れ
た
「
若
水
」

〈

M
〉

と
「
玉
山
」
の
地
名
も
用
い
る
。
こ
の
二
つ
の
地
名
は
、
い
ず
れ
も

西
王
母
の
居
所
で
あ
る
。
こ
の
祝
文
で
祭
ら
れ
る
神
は
、
本
来
は
西

王
母
と
は
関
係
が
な
い
。
し
か
し
、
白
石
激
と
い
う
地
名
が
宝
玉
を

連
想
さ
せ
る
た
め
、
同
じ
く
宝
玉
に
ま
つ
わ
る
名
前
の
場
所
に
居
る

西
王
母
の
餐
属
で
あ
る
か
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
「
饗
古
機
神
文
」
(
『
奨
南
文
集
詳
注
』
巻
五
)
の
冒
頭
を
引

用
す
る
。惟
神
愛
国
碩
果
、
遂
啓
霊
柄
。
瓜
美
郁
平
、
旦
伝
出
志
、
李
標

朱
仲
、
亦
茂
前
経
。
(
惟
れ
神
、
愛
に
碩
果
に
閤
り
て
、
遂
に
霊
調
を

啓
く
。
瓜
奨
の
部
平
は
、
立
つ
旧
士
山
に
伝
へ
、
李
擦
の
朱
仲
は
、
亦
た

前
経
に
茂
ん
な
り
。
〉

こ
れ
は
、
撒
携
の
古
木
に
宿
る
神
を
祭
っ
た
も
の
で
あ
る
。
撤
携
は

果
樹
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
果
実
に
ち
な
む
故
事
が
引
用
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
ら
を
次
に
示
す
。

召
平
者
故
秦
東
陵
侯
。
秦
破
、
為
布
衣
貧
、
種
瓜
於
長
安
城

東
。
瓜
美
、
故
世
謂
之
東
陵
瓜
。

『
史
記
』
巻
五
十
三
議
相
国
世
家

竹
木
姦
議
、
霊
果
参
差
。
:
:
:
局
文
弱
校
之
案
、
一
房
陵
朱
仲
之

李。

ハ
日
)

港
岳
「
閑
居
賦
」

こ
の
よ
う
に
、
瓜
や
李
に
つ
い
て
は
古
典
に
記
述
が
あ
る
。
撒
携
も

同
じ
果
物
な
ら
ば
、
霊
力
を
発
揮
し
て
後
世
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
李
高
穏
は
そ
の
よ
う
に
古
機
神
の
祭
犯

に
意
義
づ
け
を
す
る
の
で
あ
る
。

( 82 ) 

同
日

李
海
隠
は
、
桂
州
の
土
俗
の
信
仰
に
対
し
、
あ
ま
り
良
い
感
情
は

持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
詩
に
お
い
て
は
、
そ
の
感
情
が
産
裁
に
表
現

さ
れ
る
。
し
か
し
、
閉
じ
く
桂
州
の
神
に
つ
い
て
記
述
す
る
祝
文
で

は
、
白
ら
の
感
情
を
露
わ
に
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
祝
文
は
、

桂
川
の
長
官
鄭
亜
の
文
書
係
の
職
務
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
だ
か
ら

で
あ
る
。

し
か
し
、
李
商
躍
は
宗
全
に
自
分
の
感
清
を
抑
え
て
祝
文
を
作
っ

て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
彼
は
、
祝
文
の
中
で
桂
州
の
土
俗
の
神
を

中
国
の
正
統
な
神
で
あ
る
か
の
よ
う
に
変
容
さ
せ
る
。
そ
れ
に
よ
っ



て
、
自
ら
が
開
附
与
す
る
祭
犯
を
、
嫌
悪
す
る
土
俗
の
信
仰
と
は
異
な

っ
た
性
格
の
も
の
に
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
の
が
、
地
〈
故
の
技
法
で
あ
る
。
特
に
、
神
の
名
前
に
使
わ
れ

て
い
る
文
字
か
ら
の
の
連
想
に
よ
っ
て
、
本
来
は
そ
の
神
と
無
関
係

な
古
典
の
記
述
を
導
き
出
し
、
そ
の
引
用
に
よ
っ
て
神
に
新
た
な
属

性
を
附
与
す
る
手
法
は
、
高
度
な
技
法
で
あ
ろ
う
。

糾

典
故
に
よ
っ
て
神
の
性
格
を
変
容
さ
せ
て
い
る
祝
文
と
し
て
、
最

後
に
「
饗
舜
廟
文
」
ハ
『
挺
南
文
集
詳
詮
』
巻
五
〉
の
後
半
を
引
用
す

る。

帝
其
罷
奏
南
琴
、
停
扱
西
培
、
使
一
東
皇
太
乙
、
兼
預
於
霊
遊
、

仲
山
鬼
江
姿
、
無
蔵
於
診
気
。
(
帝
、
其
れ
南
琴
を
奏
す
る
を
罷
め
、

西
瑠
を
吹
く
を
停
め
、
東
皇
太
乙
を
し
て
、
兼
ね
て
霊
遊
に
預
ら
し
め
、

山
鬼
、
江
斐
を
し
て
、
診
気
を
蔵
す
る
こ
と
無
か
ら
し
め
よ
o
)

こ
こ
に
-
記
さ
れ
て
い
る
東
皇
太
乙
、
山
鬼
、
江
斐
(
湘
君
・
湘
夫
人
)

ハ
日
〉

は
、
『
楚
辞
』
九
歌
に
登
場
す
る
神
々
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
神
々
を

祝
文
の
中
に
登
場
さ
せ
る
に
当
た
っ
て
、
や
は
り
連
想
に
よ
っ
て
典

故
を
導
き
出
す
技
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
九
歌
の
神
々
の
名
前
の

前
に
置
か
れ
た
「
南
琴
」
「
西
瑠
」
の
出
典
を
次
に
示
す
。

舜
作
五
絃
之
琴
、
以
歌
南
風

『
札
一
記
』
楽
記

昔
虞
舜
以
天
徳
問
実
、
:
:
:
西
王
母
来
献
其
白
稽
。

『
大
裁
礼
』
少
問

こ
れ
ら
舜
に
ま
つ
わ
る
故
事
か
ら
、
「
南
琴
」
「
商
璃
」
の
誌
を
造

る
。
そ
こ
に
用
い
ら
れ
た
「
南
」
「
西
」
の
字
が
、
間
じ
く
方
角
を

表
す
字
で
あ
る
東
皇
太
乙
の
「
東
」
の
字
を
導
き
出
す
の
で
あ
る
。

先
に
示
し
た
「
饗
陽
朔
県
名
山
文
」
以
下
の
祝
文
で
祭
ら
れ
た
神

々
と
は
異
な
り
、
舜
は
古
代
の
聖
天
子
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
癒
は
問

題
な
く
正
統
な
神
柄
で
あ
る
。
李
蕗
隠
は
、
祝
文
の
中
で
『
楚
辞
』

の
神
々
を
舜
の
配
下
と
す
る
。
こ
れ
は
、
王
化
に
服
さ
な
い
桂
州
の

地
に
舜
が
君
臨
し
、
そ
の
地
の
気
候
を
司
る
た
め
に

i
rそ
れ
ら
南

方
の
神
々
の
媒
介
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
「
饗
舜
願
文
」
に
お
い
て
も
、
他
の
祝
文
と
同
じ
く
、

文
字
の
連
想
に
よ
っ
て
、
祭
ら
れ
る
神
と
本
来
は
無
関
係
な
典
故
を

導
き
出
す
。
こ
の
技
法
に
よ
っ
て
、
引
用
に
必
然
性
を
与
え
、
文
脈

に
無
理
な
飛
躍
が
生
じ
る
の
を
防
ぐ
の
で
あ
る
。
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回
、
神
認
を
詠
ん
だ
詩
に
つ
い
て

付

神
病
に
ち
な
ん
だ
李
商
隠
の
詩
を
も
と
に
し
て
、
祝
文
の
影
響
を

考
察
す
る
。



郷
軍
が
左
遷
さ
れ
た
後
、
李
商
穏
は
漂
泊
の
生
活
を
す
る
が
、
そ

の
開
の
大
中
五
年
に
窃
の
成
都
で
諸
藩
一
周
知
の
廟
に
ち
な
ん
だ
「
武
侯

廟
古
柏
」
Q
玉
難
生
詩
集
第
注
』
巻
二
〉
の
詩
を
作
る
。
次
に
、
こ
の

詩
の
前
半
を
引
用
す
る
。

開
勾
相
階
前
柏
局
相
、
階
前
の
柏

龍
蛇
捧
関
宮
龍
蛇
、
関
宮
を
捧
ぐ

陰
成
外
江
畔
絵
を
外
江
の
鮮
に
成
し

老
向
恵
俊
東
老
ひ
て
恵
陵
の
東
に
向
ふ

大
樹
思
務
異
大
樹
、
鴻
呉
を
忠
ひ

甘
一
栄
憶
召
公
甘
栄
、
召
公
を
憶
ふ

こ
の
詩
に
は
、
「
鴻
異
」
「
召
公
」
の
二
つ
の
人
名
が
引
用
さ
れ
て
い

る
。
後
漢
の
潟
異
は
、
論
功
の
時
に
木
の
陰
に
坐
し
て
目
立
た
ぬ
よ

ハ日〉

う
に
し
て
い
た
た
め
、
大
樹
将
寧
と
称
さ
れ
た
。
召
公
は
、
甘
栄
の

〈
国
)

木
の
も
と
で
人
民
の
訴
え
を
裁
き
、
教
化
に
尽
力
し
た
。
鴻
異
は

武
、
召
公
は
文
の
人
で
、
文
武
両
道
に
秀
で
た
諸
藩
亮
の
人
格
を
強

調
す
る
た
め
の
典
故
で
あ
る
。
こ
の
こ
つ
の
故
事
は
、
人
物
が
樹
木

の
下
に
い
る
と
い
う
点
で
共
通
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
詩
の
第
一
'
句
の

防
の
様
子
の
描
写
で
あ
る
「
萄
相
階
前
粕
」
の
樹
木
か
ら
連
想
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
引
用
法
は
、
桂
州
の
祝
文
の
技
法
と
共
通
す

る
。
こ
の
技
法
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
こ
で
引
用
さ
れ
る
の
が

溺
異
と
召
公
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
然
性
が
生
じ
、
詩
の
構
成
の

緊
密
さ
が
増
す
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
祝
文
の
場
合
と
は
異
な
り
、

競
の
神
の
性
格
を
変
化
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
。

。
次
に
引
用
す
る
の
は
大
ー
中
十
年
に
作
ら
れ
た
「
重
過
聖
女
洞
」

(
『
玉
籍
生
詩
集
第
注
』
巻
二
)
で
あ
る
。
こ
の
詩
で
は
、
桂
州
の
祝
文

と
の
類
似
が
よ
り
明
確
で
あ
る
。

白
石
巌
扉
碧
蘇
滋
白
石
の
巌
扉
、
碧
蘇
滋
る

上
清
論
議
得
帰
還
上
清
よ
り
論
議
せ
ら
れ
、
帰
る
を
得
る
こ

と
遅
し

一
春
夢
雨
常
璃
瓦
一
春
、
夢
雨
、
常
に
瓦
に
競
り

尽
日
霊
風
不
満
旗
尽
日
、
霊
風
、
旗
に
満
た
ず

蕗
方
縁
華
来
無
定
所
翠
緑
華
、
来
た
る
は
定
所
無
く

社
関
香
去
未
移
特
杜
欝
香
、
去
り
て
未
だ
時
を
移
さ
ず

玉
郎
会
此
通
仙
籍
玉
郎
、
比
に
会
ひ
て
伯
籍
を
通
じ

穏
向
天
階
関
紫
芝
天
階
に
向
ひ
て
紫
芝
を
関
ひ
し
を
憶
ふ

こ
の
詩
に
詠
ま
れ
た
聖
女
一
明
と
い
う
神
一
例
は
、
秦
岡
山
の
山
中
に

あ
る
。
そ
こ
に
祭
ら
れ
た
神
は
、
か
つ
て
李
商
穏
が
祝
文
を
捧
げ
た

桂
川
川
の
神
々
と
間
程
度
の
、
素
性
の
知
れ
な
い
神
で
あ
る
。
そ
し

て
、
こ
の
や
し
ろ
に
は
、
娼
妓
的
な
性
格
の
女
冠
が
住
ん
で
い
た
。

そ
う
し
た
謹
一
刺
の
な
ま
め
か
し
く
け
だ
る
い
雰
密
気
は
、
こ
の
詩
の
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領
聯
の
象
徴
的
な
構
景
描
写
に
表
わ
さ
れ
て
い
〈
問
。
ま
た
そ
の
一
方

(

幻

〉

で
、
こ
の
詩
は
、
仙
界
の
下
級
官
人
で
あ
る
「
玉
郎
」
に
自
ら
を
た

〈
お
)

と
え
、
仙
界
で
の
地
位
を
上
げ
る
「
紫
芝
」
を
得
ら
れ
な
い
と
い
う

不
遇
に
つ
い
て
一
言
っ
た
も
の
で
も
あ
る
。
淫
認
を
、
自
ら
の
不
遇
感

を
昇
華
さ
せ
る
祈
り
の
場
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
変
容
さ
せ
る
た
め

に
、
李
商
隠
は
こ
の
詩
で
桂
州
の
祝
文
に
用
い
た
の
と
向
じ
手
法
を

使
う
。こ
の
詩
の
第
一
句
は
、
問
の
外
観
の
描
写
だ
が
、
こ
こ
に
「
白
石
」

「
碧
蘇
」
と
い
う
鉱
物
と
槌
物
を
表
わ
す
語
が
用
い
ら
れ
る
。
こ
の

二
語
か
ら
の
連
想
に
よ
っ
て
、
詩
中
の
胤
ハ
故
が
導
き
出
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
ま
ず
、
「
碧
辞
」
か
ら
は
、
植
物
を
示
す
文
字
を
名
前
の
中

〈
民
〉

に
持
つ
神
女
「
苓
緑
華
」
「
杜
演
呑
」
が
導
き
出
さ
れ
る
。
こ
れ
ら

古
典
に
名
を
留
め
る
神
女
に
た
と
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
聖
女
関

(

お

〉

の
女
冠
た
ち
は
実
際
よ
り
も
高
貴
な
者
に
変
貌
す
る
の
で
あ
る
。
ま

た
、
「
白
石
」
か
ら
宝
玉
を
連
想
し
て
、
「
玉
郎
」
の
名
が
導
き
出
さ

れ
る
。
そ
し
て
、
「
紫
芝
」
は
、
色
彩
語
を
伴
っ
た
植
物
名
と
し
て

「
碧
蘇
」
と
響
き
合
い
、
詩
の
首
尾
を
一
貫
す
る
。
こ
れ
ら
の
引
用

に
よ
っ
て
、
聖
女
一
例
は
天
の
宮
殿
を
想
起
さ
せ
る
清
一
麗
な
場
所
に
変

容
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
詩
の
題
に
「
重
ね
て
過
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
李
高
間
関
は
桂

州
赴
任
よ
り
も
以
前
の
開
成
二
年
(
八
一
一
一
七
)
に
も
こ
の
地
を
訪
れ
て

い
る
o

そ
の
時
に
作
ら
れ
鳴
に
、
五
一
一
一
一
口
古
詩
の
「
聖
女
調
」
ハ
宝

難
生
詩
集
築
注
』
巻
一
)
が
あ
る
。
こ
の
詩
と
「
重
過
聖
一
女
洞
」
詩
と

は
、
七
律
と
五
古
と
い
う
詩
型
の
差
以
上
に
、
構
成
の
緊
密
さ
の
点

で
開
き
が
あ
る
。

「
聖
女
一
例
」
詩
も
ま
た
、
多
く
の
故
事
を
引
用
し
て
構
成
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
中
に
、
次
に
一
部
す
対
句
が
あ
る
。

星
娘
一
去
後
星
娘
、
一
た
び
去
り
し
後

月
姉
吏
来
無
月
姉
、
更
に
来
た
る
や
無
や

星
婚
は
織
女
、
月
姉
は
常
蛾
で
、
去
来
す
る
女
冠
た
ち
を
神
女
に
た

と
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
重
過
聖
女
一
腕
」
詩
の
募
緑
卒
、

社
務
呑
の
対
句
に
類
似
す
る
。
し
か
し
、
荷
者
の
典
故
引
用
に
は
、

大
き
な
相
違
が
あ
る
。

「
聖
女
洞
」
詩
の
冒
頭
を
、
次
に
引
用
す
る
。

杏
霧
逢
仙
跡
杏
露
、
仙
跡
に
逢
ひ

蒼
延
滞
客
途
蒼
誌
と
し
て
客
途
滞
る

何
年
帰
碧
落
何
れ
の
年
に
か
碧
落
に
帰
ら
ん

此
路
向
皇
都
比
の
路
、
皇
都
に
向
か
ふ

「
重
過
聖
女
詞
」
詩
と
は
異
な
り
、
聖
女
関
の
妖
し
げ
な
雰
囲
気
を

明
示
す
る
語
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
詩
で
は
、
聖
女
一
例
は
は
じ
め
か

ら
淫
-
絹
と
は
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
女
冠
を
古
典
に

記
さ
れ
た
神
女
に
た
と
え
る
こ
と
に
、
さ
ほ
ど
要
な
意
味
は
な
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い
c

さ
ら
に
、
星
放
、
月
姉
と
直
接
関
連
す
る
語
が
用
い
ら
れ
て
い

な
い
た
め
、
多
く
の
神
女
の
中
か
ら
こ
の
二
人
が
選
ば
れ
た
必
然
性

も
な
い
。
こ
れ
は
、
「
聖
女
洞
」
詩
に
用
い
ら
れ
た
他
の
典
故
に
つ

い
て
も
同
様
で
あ
る
。

仙
界
そ
し
て
女
性
を
題
材
と
す
る
詩
を
好
ん
だ
李
蕗
憶
に
と
っ

て
、
聖
女
関
は
そ
の
想
像
力
を
か
き
立
て
ら
れ
る
場
所
で
あ
っ
た
。

彼
の
心
の
中
に
は
、
神
女
に
ま
つ
わ
る
故
事
が
次
々
に
去
来
し
た
こ

と
で
あ
ろ
う
。
「
聖
女
洞
」
詩
で
は
、
心
に
浮
か
ぶ
故
事
を
漫
然
と

蕎
き
並
べ
た
と
い
う
印
象
が
強
い
。
そ
れ
か
ら
十
九
年
後
の
「
重
過

聖
女
澗
」
詩
で
は
、
想
像
力
を
統
御
し
て
、
構
成
約
に
典
故
を
運
用

し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
空
想
が
現
実
に
拾
抗
し
得
る
だ
け
の

強
国
な
像
を
結
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

(弓

李
荷
穏
の
詩
に
お
け
る
典
故
運
用
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
「
ニ

ハ
幻
)

つ
以
上
の
典
故
を
、
あ
る
一
言
葉
を
介
し
て
結
び
つ
け
て
使
用
す
る
」

と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
「
武
侯
廟
古
松
」
詩
や
「
重
過
聖

女
調
」
詩
も
ま
た
、
そ
の
特
徴
を
そ
な
え
た
詩
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
典
故
の
技
法
に
対
す
る
志
向
は
、
詩
人
李
商
隠
が
本
来
持
っ
て
い

た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
技
法
の
確
立
に
は
、
桂
一
州

で
の
祝
文
執
筆
が
関
係
し
て
い
よ
う
。
そ
こ
で
は
、
こ
の
技
法
を
用

い
た
耕
文
が
、
短
期
間
に
集
中
し
て
作
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
代
作
の

制
約
の
中
で
、
李
商
穏
自
身
の
桂
州
の
神
々
に
対
す
る
見
方
を
反
映

さ
せ
た
文
章
を
作
り
た
い
と
い
う
欲
求
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
じ
め
て
、
典
故
を
構
成
的
に
運
用
す
る
た
め
の
有
効
な
方
法

と
し
て
、
こ
の
技
法
が
意
識
的
に
活
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

結

び

李
商
隠
は
、
祝
文
だ
け
で
な
く
表
・
啓
・
状
・
序
な
ど
様
々
な
分

野
の
耕
文
の
文
章
を
作
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
が
代
作

と
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
文
章
で
は
、
詩
に
比
べ
て
、
個

人
的
な
感
情
や
意
見
を
、
自
由
に
表
現
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し

か
し
、
李
蕗
隠
は
、
代
作
に
お
い
て
も
で
き
得
る
限
り
自
己
の
感
情

や
意
見
を
反
挟
さ
せ
た
文
章
を
作
ろ
う
と
し
て
い
た
。
桂
州
で
の
祝

文
も
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
宮
崎
藤
を
は
ら
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で

は
、
こ
の
首
相
藤
に
よ
っ
て
、
典
故
の
技
法
が
鍛
え
ら
れ
た
。
そ
れ
ら

の
餅
文
で
確
立
さ
れ
た
技
法
は
、
純
粋
に
文
学
的
欲
求
に
従
っ
て
作

ら
れ
た
詩
に
も
応
用
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
っ
た
。

代
作
と
し
て
警
か
れ
た
耕
文
は
、
そ
の
依
頼
者
の
要
求
を
大
き
く

逸
脱
し
て
は
い
け
な
い
。
こ
の
代
作
の
経
験
に
よ
り
、
李
商
憶
は
、

や
や
も
す
る
と
奔
放
に
な
り
が
ち
な
詩
人
と
し
て
の
想
像
力
を
統
御

す
る
す
べ
を
身
に
付
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
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、正(
1
〉
高
橋
和
巳
『
李
商
隠
』
ハ
岩
波
蓄
広
、

こ
の
指
摘
が
あ
る
。

ハ
2
)

拙
稿
「
李
商
隠
の
耕
文
に
お
け
る
典
故
の
技
法
に
つ
い
て
」
ハ
『
日
本

中
国
学
会
報
』
第
四
十
五
集
、
一
九
九
一
一
一
〉
参
照
。

(
3
〉
周
振
甫
『
李
商
隠
選
集
』
ハ
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
六
)
前
言
、

一
、
制
以
餅
文
為
詩
、
が
、
こ
れ
に
関
す
る
最
も
詳
し
い
論
述
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
こ
れ
は
、
政
治
と
関
係
す
る
内
容
の
樹
文
と
比
べ
る
た
め

に
、
艶
詩
を
寄
託
の
あ
る
も
の
と
し
て
と
ら
え
た
点
な
ど
が
納
得
で
き
な

(

4

)

そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
前
出
拙
稿
お
よ
び
拙
稿
「
李
商
隠
の
代
作
の

態
度
に
つ
い
て
!
l
i
『
太
尉
衛
公
会
昌
一
品
集
序
』
を
中
心
に
し
て

i
i」

Q
中
国
文
化
』
五
十
二
号
、
一
九
九
四
)
で
論
じ
た
。

(
5
〉
「
有
感
」
ニ
首
、
「
重
一
有
感
」
な
ど
が
、
そ
の
数
少
な
い
例
で
あ
る
。

そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
危
満
江
「
甘
露
の
変
と
詩
人
た
ち
1

1
李
蕗
憶
を

中
心
と
し
て

!
i」
Q
日
本
中
国
学
会
報
』
第
三
十
七
集
、
一
九
八
五
〉

の
論
考
が
あ
る
。

ハ
6
〉
『
文
体
関
野
』
で
は
、
「
神
に
饗
す
る
辞
」
と
し
て
「
祝
文
」
の
項
を

立
て
て
い
る
。
本
論
文
で
祝
文
と
い
っ
た
場
合
、
こ
の
用
法
に
従
う
も
の

で
あ
る
。
『
文
苑
英
華
』
で
は
祝
文
は
「
祭
文
」
の
中
の
「
神
調
」
の
項

に
含
ま
れ
る
。
「
祈
緯
」
「
報
務
」
は
そ
の
下
位
分
類
で
あ
る
。

(
7
〉
『
麿
ム
ハ
典
』
巻
四
の
洞
部
郎
中
、
員
外
郎
の
項
に
見
え
る
。
ま
た
、

唐
代
の
祈
雨
に
つ
い
て
は
、
中
村
治
兵
衛
「
富
岡
代
の
一
必
」
(
『
史
淵
』
第
百

五
・
百
六
合
輯
、
一
九
七
一
〉
に
論
考
が
あ
る
。 一

九
五
人
)
解
説
、
な
ど
に

〈
8
)

『
奨
南
文
集
詳
詮
』
の
テ
キ
ス
ト
は
、
上
海
古
籍
出
版
社
排
印
本
(
一

九
八
八
)
を
用
い
る
。

(
9
〉
『
文
苑
英
華
』
で
は
「
祭
桂
州
域
臨
神
文
」
を
「
祭
祭
鵡
」
に
、
「
祭

全
義
県
伏
波
廟
文
」
を
「
祭
士
口
聖
賢
」
に
分
類
す
る
が
、
そ
れ
ら
は
「
報

饗
」
の
性
格
も
兼
ね
備
え
て
い
る
。

〈
日
)
『
玉
総
生
詩
集
築
注
』
の
テ
キ
ス
ト
は
、
上
海
古
籍
出
版
社
排
印
本

(
一
九
七
九
〉
を
用
い
る
口

(
日
〉
『
礼
記
』
王
制
の
中
の
出
猟
の
礼
を
記
し
た
部
分
に
「
瀬
祭
魚
、
然

後
虞
人
入
沢
梁
」
と
あ
る
。

ハ
ロ
〉
『
楚
辞
』
離
騒
に
「
後
飛
廉
使
奔
属
」
と
あ
り
、
曹
植
「
洛
神
賦
」
に

「
界
接
収
風
」
と
あ
る
。

(
日
〉
『
荘
子
』
天
地
に
「
寅
帝
遊
乎
赤
水
之
北
、
:
:
:
遺
其
玄
珠
」
と
あ

り
、
室
長
田
』
景
帝
紀
に
「
荊
山
之
瑛
雄
美
、
不
琢
不
成
其
宝
」
と
あ
る
。

(

V

H

)

『
列
子
』
田
川
穆
王
に
「
遂
賓
子
西
王
母
、
鰯
手
強
池
之
上
」
と
あ
り
、

『
山
海
経
』
西
山
経
に
「
自
玉
山
、
且
疋
西
王
母
所
居
也
」
と
あ
る
。

ハ
日
〉
こ
の
賦
は
『
文
選
』
巻
十
六
に
収
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
李
養
注
に

「
玉
逸
嘉
枝
賦
臼
、
一
房
陵
緩
李
。
荊
州
記
、
一
房
陵
県
有
好
議
、
甚
美
、
仙

人
朱
件
、
来
縞
」
と
あ
る
。

(
時
〉
湘
君
・
滞
夫
人
は
舜
の
妃
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
他
の
二
者
は
舜

と
直
接
関
係
が
な
い
。
東
皇
太
乙
は
楚
の
最
高
神
で
あ
る
。
九
歌
の
「
山

鬼
」
に
は
「
東
風
議
今
神
霊
雨
」
と
あ
り
、
祈
雨
の
祝
文
に
ふ
さ
わ
し

、。、
，V
(
立
〉
李
高
穏
の
祝
文
の
特
異
性
を
示
す
た
め
に
、
次
に
榔
宗
元
「
舜
廟
祈

晴
文
」
か
ら
、
舜
の
神
格
に
つ
い
て
述
べ
た
部
分
を
引
用
す
る
。
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帝
入
大
麓
、
雷
雨
不
迷
、
帝
在
建
議
、
七
政
以
斉
、
九
沢
既
波
、
錫
再

玄
圭
、
歪
徳
神
化
、
後
誰
与
稽
。
勤
事
南
巡
、
詑
典
以
瞬
、
此
藷
告
終
、

笠
福
遺
剰
投
。

こ
こ
に
用
い
ら
れ
た
典
故
は
『
畳
間
経
』
『
礼
一
記
』
を
出
典
と
し
、
い
ず

れ
も
舜
と
直
接
関
係
す
る
。

ハ
時
〉
〈
鴻
〉
具
為
人
謙
退
不
伐
、
:
:
:
諾
将
並
坐
論
功
、
異
常
独
扉
樹
下
、

軍
中
号
臼
大
樹
将
軍
。
(
『
後
漢
書
』
巻
四
十
七
、
鴻
異
伝
)

〈
川
口
)
(
召
公
〉
行
政
於
南
土
、
決
訟
於
小
栄
之
下
、
其
教
著
明
於
南
菌
、

愛
結
於
民
心
。
ハ
『
毛
詩
』
国
風
、
者
帯
、
甘
栄
、
正
義
)

(
初
〉
(
秦
偶
)
山
高
入
雲
、
懸
崖
之
側
、
列
壁
之
上
、
有
神
象
若
図
、
指

状
婦
人
之
容
、
其
形
上
赤
下
白
、
世
名
之
日
聖
女
神
。
至
子
福
応
桁
違
、

方
俗
是
祈
。
(
吋
水
経
注
』
深
水
〉

(
幻
〉
山
之
内
正
彦
氏
は
、
こ
の
聯
を
「
夢
幻
約
な
仙
界
の
ム
ー
ド
と
エ
ロ

チ
ッ
ク
な
含
み
が
力
無
く
柔
ら
か
い
雨
と
風
に
包
ま
れ
て
、
弛
緩
と
健
怠

を
た
だ
よ
わ
せ
て
い
る
よ
う
だ
よ
(
「
李
商
隠
表
現
考
・
断
章
」
『
東
洋
文

化
研
究
所
紀
要
』
第
四
十
八
冊
、
一
九
六
九
)
と
評
す
る
。

(
沼
)
菅
宮
之
内
北
政
上
有
仙
格
、
格
上
有
学
仙
簿
録
、
:
:
:
領
仙
一
玉
郎
所

典
也
o

Q太
平
御
覧
』
巻
六
百
七
十
六
、
『
金
根
経
』
〉

(
お
〉
勾
曲
山
上
有
林
芝
五
種
、
:
:
:
第
三
日
燕
胎
芝
、
其
色
紫
。
:
:
:
服

一
株
拝
為
太
清
龍
虎
仙
君
。
(
『
太
平
御
覧
』
巻
九
百
八
十
六
、
『
茅
君
内

伝』〉

(
斜
)
琴
線
筆
者
、
:
:
:
顔
色
絶
整
。
以
升
平
一
ニ
年
十
一
月
十
日
夜
降
於
芋

権
家
、
自
此
往
来
。
(
『
真
姶
』
運
象
篇
〉

社
関
呑
者
、
:
:
:
臨
昇
天
謂
其
父
回
、
我
仙
女
社
関
呑
塩
、
有
過
競
子

人
間
、
:
:
:
今
去
突
o
Q太
平
広
記
』
巻
六
十
二
、
『
塘
域
・
集
仙
録
』
)

て

ら

(
お
)
高
橋
和
己
氏
は
、
こ
の
聯
を
「
も
と
は
宮
女
、
罪
あ
っ
て
寺
綴
に
出

お
ぽ

だ
さ
れ
て
、
女
，
道
士
と
な
っ
た
と
覚
し
い
女
達
・
:
:
・
」
(
前
出
『
李
商
隠
』
)

と
訳
す
が
、
こ
れ
は
事
隷
華
・
社
爾
呑
の
名
か
ら
受
け
る
印
象
を
適
確
に

表
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

〈
mm
〉
飽
に
七
一
一
一
一
口
律
詩
の
「
聖
女
一
概
」
が
あ
る
が
、
祷
浩
は
「
必
非
途
次
経

過
作
也
」
と
し
て
編
年
し
な
い

Q
玉
総
生
詩
集
築
注
』
巻
一
ニ
)
の
で
、
こ

こ
で
は
取
り
扱
わ
な
か
っ
た
。

〈
釘
)
鷲
藤
茂
氏
が
「
李
蕗
昭
郎
『
牡
丹
』
七
律
を
め
ぐ
っ
て
〈
下
〉
」
(
『
中

国
詩
文
論
叢
』
第
四
集
、
一
九
八
五
〉
の
中
で
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る。

〈
調
布
学
問
問
女
子
短
期
大
学
)
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